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ⅡⅡ．．事事業業活活動動事事項項  

○○技技術術開開発発委委員員会会  

１１．．事事業業活活動動項項目目  

（１）木造軸組工法住宅・建築物の総合技術向上の研究 

（２）建築基準法その他関係法令の改正に伴う技術成果物の改訂 

（３）関連団体、木住協支部支援等の活動 

 

２２．．事事業業計計画画テテーーママ  

（１）木造軸組工法による耐火構造等の研究 
（２）木造軸組工法による省令準耐火構造（木住協仕様）の普及 
（３）中大規模木造建築の検討 

（４）木造住宅の長寿命化のためのグッドリフォーム（改修成功）事例集の充実 
（５）法令改正、関連基準整備等への対応 
（６）関連団体等の外部委員会等への参画及び支部活動支援 
 
３３．．具具体体的的進進捗捗状状況況  
（（１１））木木造造軸軸組組工工法法にによよるる耐耐火火構構造造等等のの研研究究  
 ・木造軸組工法による耐火構造・準耐火構造等の開発を目的とした「木造防耐火性能研究

ワーキンググループ」を５回開催した。 
 ・耐火構造・準耐火構造等の開発においては、防火区画等の貫通部（給排水管、配電管、

その他の管）に関し、建築基準法施行令や告示により整理されているが、一方で保温材

を巻いた鋼管（給水管）や一定寸法以上の径の排水管等は、規定がないことから、一般

的に用いられる貫通部の仕様について実験により検討した。 
 ・防火区画（壁）の貫通部（給排水管、配電管、その他の管）に関し、実験により性能が

確認された仕様について「耐火建築物設計マニュアル第８版（本編）」の追補版を作成し

た。 
・外気に接する床として用いる１時間耐火構造の床の既得大臣認定について、断熱材の厚

さを拡充するため、２０２６年３月２３日に試験なし性能評価書を取得し、引続き大臣

認定を申請取得する。 
・「木造軸組工法による耐火建築物設計マニュアル」（１時間耐火構造）講習会を東京、大

阪、名古屋、金沢にて合計１７回（内５回はＺｏｏｍによるＷＥＢ講習を同時開催）開

催した。２０２５年度の受講修了登録者は合計４８６名。（累計受講修了登録者数は    

１２，５１８名） 
・「木造軸組工法による耐火建築物設計マニュアル」（２時間耐火構造）講習会をＷＥＢ講

習にて合計６回開催した。２０２５年度の受講修了登録者は合計２９名。（累計受講修了

登録者数は４３４名） 
・２０２５年度の「木造耐火構造大臣認定書（写し）」（１時間耐火構造）の発行件数は

３０２件であった。（累計発行件数は５，１９１件）２時間耐火構造の大臣認定書（写し）

の発行件数は５件であった。（累計発行件数は１０件） 
・「木造の可能性＜木造による耐火建築物・中大規模建築物＞」講演を東京、大阪、名古屋、

金沢にて合計１１回開催した。２０２５年度の受講者は合計４３名。 
 

（（２２））木木造造軸軸組組工工法法にによよるる省省令令準準耐耐火火構構造造（（木木住住協協仕仕様様））のの普普及及  
・「木造軸組工法による省令準耐火構造の住宅 特記仕様書（木住協仕様）」の２０２５年
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度の頒布数は２０，０４３部であった。（累計頒布数は４１３，９１３部） 
・「木造軸組工法による省令準耐火構造の住宅 特記仕様書（木住協仕様）マニュアル」講

習会（研修部主催）を、ＷＥＢ講習にて合計１２回実施した。２０２５年度の受講者は

合計３９６名。 
  

（（３３））中中大大規規模模木木造造建建築築のの検検討討  
・木造軸組工法による高強度な耐力壁や接合金物の開発を目的とする「木造軸組工法によ

る高強度耐力壁・接合金物の開発検討委員会」を６回開催した。 

・高強度耐力壁の接合金物の開発については、４階建ての１階に２０２３年度開発の相当

壁倍率２０．１倍の高強度耐力壁を想定した柱頭柱脚接合金物の開発とし、２０２４年

度実施の面内せん断試験結果に係る接合部の詳細な分析と解析モデルの整理を行うべく、

柱脚接合部の性能確認のための試験６体の実施並びに軸組架構のみの面内せん断試験を

実施した。 

・２０１９年度に取得した高耐力耐力壁に係る木質構造評定に関し、２０２３年度に開発

した短期許容せん断耐力３９．４kＮ/ｍ（壁倍率２０．１倍相当）を加え、高強度耐力

壁として再整理するとともに、（公財）日本住宅・木材技術センターが発行の「木造軸組

工法中大規模建築物の許容応力度設計（２０２４年版）」（中大規模グレー本）の構造設

計の考え方に準拠した木質構造評定を２０２６年３月１９日に取得した。 

・高強度耐力壁・接合金物の開発に係る２０２５年度成果と課題・今後の検討方針等につ

いて事業報告書としてまとめた。 

・「木造軸組工法による高耐力耐力壁（木住協仕様）活用マニュアル」について、２０２５

年 4 月施行の改正建築基準法に基づき、改訂し、ＷＥＢ講習内容も改訂した。 

・「木造軸組工法による高耐力耐力壁（木住協仕様）活用マニュアル」講習会をＷＥＢ講習

にて６回開催した。２０２５年度の受講登録者は合計３０名。 

・非住宅中大規模木造建築にあっては、意匠系設計図書以外に、施工計画や詳細な納まり

等を踏まえた総合施工図等の作成が求められることから、これら建築物の実績のない工

務店やビルダー等が元請けとなり参入する際の課題等について整理し、実施設計図書か

ら総合施工図の作成のための解説資料を２年計画で作成することとした。２０２５年度

は、実施設計図書（意匠図・構造図）並びに、特に木構造を主とする総合施工計画書・

木構造工事計画書を整理した。 

 
（（４４））木木造造住住宅宅のの長長寿寿命命化化ののたためめののググッッドドリリフフォォーームム（（改改修修成成功功））事事例例集集のの充充実実  

・２０２５年度も住宅取得者や会員企業を対象とする改修事例の情報発信を目的に、改修

成功実例を募集した。全１５件の応募があり、「グッドリフォーム事例集２０２５」とし

てとりまとめ、当協会ホームページにＷＥＢブック形式にて公開した。 

 
（（５５））法法令令改改正正、、関関連連基基準準整整備備等等へへのの対対応応  

・２０２５年４月、改正建築基準法・建築物省エネ法の施行を踏まえ、建築物の設計者等

を対象とした「建築確認申請に係る設計図書等の作成事例講習会」を開催した。 

   開催日：２０２５年６月１９日 

講 師：ＡＲＵ田口設計工房一級建築士事務所  代表  田口 隆一 氏 

受講者：ＷＥＢ併用で開催し、３４名受講 

 

 ・２０３０年に断熱等級５（ＺＥＨ水準）の適合義務化が予定され、更に、より省エネ性

能の高い断熱等級６（ＧＸ志向型住宅）・等級７や一次エネルギー消費量等級７が提案さ

れたことから、それらに対応した「木住協仕様」を整理した。 
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 ・基礎の線熱貫流率の算出方法が２０２６年１０月３１日をもって現行基準（旧評価方法）

が廃止され、新たな基準に統一されるが、新基準では、基礎断熱工法とする部分の線熱

貫流率が厳しく（不利側）なることから、木造軸組工法で一般的な基礎形状や寸法等を

「木住協仕様」として整理し、基礎の線熱貫流率に係る任意評定の申請を行った。任意

評定書が発行され次第、解説等を取り纏め公表の予定。 

   
（（６６））関関連連団団体体等等のの外外部部委委員員会会等等へへのの参参画画及及びび支支部部活活動動支支援援  
  ・（公財）日本住宅・木材技術センターの「中規模ビル木造標準モデル事業検討委員会」、

「工務店等支援体制の構築事業検討委員会」、「中大規模木造建築物の防耐火設計手引き

の検討委員会」等に参画した。 

 ・（一財）日本建築防災協会の「２０２５年改訂版 木造住宅等耐震診断法委員会」に参画

した。 

・（一社）住宅生産団体連合会の建築規制合理化委員会・ＷＧ、性能向上委員会・ＷＧに参

画し、建築基準法、建築士法や長期優良住宅、性能表示制度等に係る基準緩和、基準の

整備等の要望提案を行った。 

・その他、関連団体等の各種委員会等への参画と情報収集を行うとともに、木造軸組工法

に係る基準整備のための提案、要望並びに不利益の排除等を行った。 

  

○○生生産産技技術術委委員員会会      

１１．．事事業業活活動動項項目目  

（１） リフォーム関連 

（２） 生産管理関連 

（３） 安全衛生・ＣＳ関連 

（４） 建設副産物関連 

（５） 生産技術に関する情報収集及び情報発信（外部委員会参加を含む） 

  

２２..  事事業業計計画画テテーーママのの進進捗捗状状況況    

（（１１））リリフフォォーームム関関連連  

リフォームＷＧでは、リフォーム現場・工事においては、既存住宅の劣化状況を把握

して設計・施工を行う必要があり、規模、内容が多岐にわたり、多くの場合はお客様の日

常生活と並行して工事を進めていく難しさがある。そのため、リフォームの工事管理に

ついて解説する「木造住宅 施工管理チェックポイントマニュアル リフォーム版」の

作成に取り組み、２０２５年１月完成・発刊した。その後、２０２５年２月に１回目、

２０２６年２月に２回目のセミナーを実施し、計９０名の参加があり、受講者アンケ－

トを見ても大変好評であった。本年度においては、動画を作成し、３月度配信を行った。 

また、政府の高断熱住宅推進施策において、窓・壁・床断熱などを始めとしたリフォーム

工事に向けた内容が多種発表されているため、お客様向け用に「断熱工事について」の

ツール・リーフレットを作成した。 

既存住宅状況調査技術者の育成として、「既存住宅状況調査技術者講習」ＷＥＢ（新規・

更新）を７月から３月で計９回を実施。対面講習は東京会場にて、新規３回、更新３回を

実施した。また、今年度より「再受講」制度を導入。修了考査試験で合格基準に満たない

受講者に対して、テキスト代を含まない受講料（５，５００円）を設定することで、より

資格を取得しやすくした。 

今年度の修了者実績数（新規５７名（うち再受講４名）、更新８３名（うち再受講６名））
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計１４０名となった。 

 

（（２２））生生産産管管理理関関連連  

生産管理ＷＧでは技能者不足に対応して、ＤＸ化などの生産性向上施策やＣＣＵＳ制

度の検討、関係法令の改正に関する情報発信を通じて、会員各社における施工体制の整

備と適正な現場管理手法の啓発に取り組む。今年度は、例年開催の富士教育訓練センタ

ーでの「木造大工及び工事管理者初級１６日間」の参加がなく中止となったが、来年度

は、既に多数の参加希望者があるため、開催する方向でいる。また、生産性向上施策と

なる、屋根、サイディング、各種プレカット施工等のメーカーを委員会に招き紹介、水

平展開をした。将来の技術者不足対策としても、工業系総合科学高等学校等への業界プ

レゼンの学校との打ち合わせ３校と、中小学生向け職業体験施設「キッザニア」の視察

を行った。また、国土交通省「住宅建設技能者の持続的確保に向けた中長期ビジョン策

定検討委員会」への参画した（継続中）。 

  

（（３３））安安全全衛衛生生・・ＣＣＳＳ関関連連    

安全衛生・ＣＳＷＧでは、本足場の義務化や化学物質のリスクアセスメント等、近年

の安全関係の法令改訂を受けて様々な対応策を検討している。 

冊子関係では、若手現場管理者用に『５分で出来る安全確認』のリニュ－アル版を発刊

し、販売書籍としてＨＰに掲載後、２～３日で３７０冊強の申込があった。 

現在、「木造家屋解体工事の安全管理ポイント」等、引続き、関係法令改訂を受けたリニ

ュ－アル版の作成を行った。完成・発刊後、２０２６年度はセミナ－開催を検討している。 

 

（（４４））建建設設副副産産物物関関連連  

建設副産物ＷＧでは、２０２３年１０月から、有資格者による事前調査実施が義務化

されることを受け、これまで石綿関係法令の解説に関する動画配信に加え、「石綿法令対

応」はまとめたＹｏｕＴｕｂｅ配信し、各工程に合わせた１４本のセミナー動画を作成

した。 

一般公開を実施し、会員以外にも広く視聴できる環境を整えた。その結果、毎月７００

回から、９００回もの視聴を頂き、木住協の知名度向上に貢献できた。また、現在、「リ

チウムイオン電池による火災」の注意喚起用リーフレット作成を行っている。 

 

（（５５））委委員員会会活活動動  
①委員会開催 

ア）生産技術委員会：計１０回開催（ＺＯＯＭ併用） 
リフォームＷＧ：１０回、生産管理ＷＧ：１０回、安全衛生･ＣＳＷＧ：１０回、

建設副産物ＷＧ：７回開催 
   イ）既存住宅状況調査技術者合否委員（メールによる書面開催）：１０回 

②外部委員会への参加及び情報発信 

ア）工事ＣＳ・安全委員会（（一社）住宅生産団体連合会） 

イ）環境委員会 （（一社）住宅生産団体連合会） 

ウ）技能者問題委員会（（一社）住宅生産団体連合会） 

エ）住宅ストック委員会（（一社）住宅生産団体連合会） 

オ）技術情報委員会（(一社)住宅リフォーム推進協議会） 
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カ）木造家屋等建築工事安全対策委員会（建設業労働災害防止協会） 

キ）建築大工技能者待遇委員会（全国建設労働組合総連合） 

ク）登録建築大工基幹技能者講習の試験委員会・運営委員会 

（全国建設労働組合総連合） 

ケ）防除技術委員会（（公社）日本しろあり対策協会） 

コ）住宅分野における建設技能者の持続的確保に向けた中長期ビジョン策定検討委員

会（国土交通省） 
 

○○資資材材・・流流通通委委員員会会  

当委員会は、快適な住生活、住環境に適した良質な資材の普及のための活動を行ってい

る。２０２５年度は１種会員との接点強化とコミュニケーションの活性化、そして国産材

利用促進を図るべく以下のテーマを中心に活動を行った。 

 

１１．．事事業業計計画画テテーーママ  

（１）１種会員のニーズ沿うカテゴリーに紐づく商品掲載誌「nextone」の発刊 

（２）「nextone」掲載商品の商品説明会の開催 

（３）木造住宅等に関わる国産材利用の深掘調査 

（４）資産価値のある高耐久住宅についての情報発信 

 

２２．．具具体体的的進進捗捗状状況況  

（（１１））新新たたなな商商品品掲掲載載誌誌「「nneexxttoonnee  資資材材メメーーカカーーおおすすすすめめ商商品品」」のの創創刊刊  

  従来、２種会員の新商品・トレンド商品を掲載していた「Select the Best」を１種

会員のニーズ沿うカテゴリーに紐づく各社のお薦め商品を掲載する内容に見直し、合

わせて「開発の軌跡」を一冊にまとめ「nextone 資材メーカーおすすめ商品」として

創刊、以下の内容で Vol.1、Vol.２を発刊した。 

     ・nextone Vol.1 テーマ：防災・防犯関連商品（２０２５年７月３１日発刊） 

      寄稿文：「近年の侵入窃盗の実態と対策」 

元財団法人都市防犯研究センター 主任研究員 樋村恭一氏 

            開発の軌跡：①家コネクト 株式会社タナカ 

             ②高強度面格子 FLA YKK AP 株式会社 

   ・nextone Vol.2 テーマ：省施工・リフォーム商品（２０２５年１１月２１日発刊） 

      寄稿文：「30 年前の大工技能育成組織のその後」 

東洋大学 名誉教授 秋山哲一氏 

            開発の軌跡：①屋根瓦フルプレカットシステム 株式会社鶴弥 

             ②LIXIL のカバー工法 壊さないリフォーム 株式会社 LIXIL 

 

（（２２））「「nneexxttoonnee」」掲掲載載商商品品のの商商品品説説明明会会のの開開催催  

  新たに創刊した「nextone 資材メーカーおすすめ商品」の掲載商品の中から、応募

のあった商品について商品説明会を開催した。またそのうち数商品ついてはアーカイ

ブ配信を行った。 

   ・第一回商品説明会商品（開催日：２０２５年８月５日） 

紹介商品名                会社名 

「ＥＱ ＧＵＡＲＤ」    ＢＸカネシン株式会社 

「感震ブレーカー」    河村電器産業株式会社 

「防災瓦／防災のし冠工法／らく棟シート」 株式会社鶴弥 
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受講者：Ｗｅｂ併用で開催、３３名受講 

   ・第二回商品説明会商品（開催日：２０２５年１２月２日） 

紹介商品名              会社名 

「エスケーバイオマス無機ＧＲ」      エスケー化研株式会社 

「アクリア U ボードピンレス」      旭ファイバーグラス株式会社 

「VERITIS FU-SMART[フスマート]」      ﾊﾟﾅｿﾆｯｸﾊｳｼﾞﾝｸﾞｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ株式会社 

    受講者：Ｗｅｂ併用で開催、２８名受講 

 

 また nextone をきっかけとし、生産技術委員会で対面にて３商品の商品紹介がなさ

れ、１種会員と直接コミュニケーションを得る機会とすることができた。 

  
（（３３））木木造造住住宅宅等等にに関関わわるる国国産産材材利利用用のの実実態態調調査査のの深深掘掘りり調調査査他他  

  １）昨年度行った第７回木造軸組工法住宅の国産材利用実態調査の回答データをもと

に住宅供給戸数区分別、地域区分別に部位別の国産材利用状況や木材の調達状況、

ウッドショックの影響などの深掘り分析を行い、３月に調査報告書を発刊した。

またその内容について報告会を開催した。 

   ・深掘調査報告会（開催日：２０２６年３月３日） 

     テーマ①： 2023 年度（第 7 回）調査データの深掘調査概要説明 

       講師： 株式会社オプコード研究所 研究員 田村芳子 氏 

     テーマ②： 深掘調査の全体総括 

講師： 東洋大学 理工学部 教授 浦江真人 氏 

受講者：Ｗｅｂ併用で開催、１２６名受講 

 

   ２）国産材利用の普及・啓発を目的とした講演会を開催した。 

   ・国産材利用に関する講演会（開催日：２０２５年１０月７日） 

     テーマ①：木材利用に関する足元の状況と、今後の展開について 

       講師：一般社団法人 不動産協会 事務局長代理  田村 好史氏 

     テーマ②：製材 JAS の改正概要と要点について 

講師：ナイス株式会社 資材事業本部 理事 宮代 博幸氏 

受講者：Ｗｅｂ併用で開催、１４０名受講 

 

  ３）昨年度の第７回木造軸組工法における国産材利用の実態調査報告から得られた木 

材使用量をもとに炭素貯蔵量簡易計算ツールの係数を見直しページのリニューア 

ルを実施した。 

    

（（４４））資資産産価価値値ののああるる高高耐耐久久住住宅宅のの調調査査とと研研究究  

 昨年度まとめた「資産価値のある高耐久住宅研究 WG」の活動成果と、近年注目さ

れている「THK 住宅査定システム」を紹介する高耐久住宅セミナーを開催した。 
 ・高耐久住宅セミナー（開催日：２０２６年２月３日） 
   テーマ①：住宅の耐久性を高める根本的課題は雨水の浸入防止 

― 住宅瑕疵担保履行法（２０００年） 
        講師：エバー株式会社 代表取締役社長 江原 正也氏 
      テーマ②：「資産価値のある高耐久住宅研究報告」から  

― 木造建築物を長持ちさせる雨仕舞の勘所 ― 
     講師：ＡＲＵ田口設計工房 主宰 田口 隆一氏 
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テーマ③：空き家問題の対策から生み出された四方良しの

「THK 住宅査定システム」のご紹介 
講師：一般社団法人建物評価研究機構 理事 金堀 健一氏

受講者：Ｗｅｂ併用で開催、１２８名受講 

○○業業務務・・広広報報委委員員会会

当委員会は、次にあげる事業計画テーマを中心に活動を行った。

１１．．事事業業計計画画テテーーママ

（１）自主統計および着工統計の分析

（２）広報活動

（３）作文コンクール

（４）機関誌「木芽」の発行

２２．．具具体体的的進進捗捗状状況況

（（１１））自自主主統統計計おおよよびび着着工工統統計計のの分分析析

２０２４年度の会員の着工数を国土交通省の着工統計と比較して各種分析を行った。

５月１０日から７月１日までアンケート形式で調査を実施し、３９３社から回答をいた

だいた。回収率は８１．９％であった。

国土交通省の全国集計では、２０２４年度の新設住宅着工戸数は８１６，３８８戸（前

年比２．０％増）。このうち戸建て住宅は４２９，５４６戸（前年度比０．７％増）、木

造戸建て住宅は３８９，９９９戸（前年度比０．７％増）となった。

これに対し、木住協１種会員（住宅供給会社）の着工戸数は７９，４７２戸（前年度

比７．３％減）、うち木造戸建て住宅は７２，３２５戸（前年度比９．０％減）で、木造

戸建住宅に占める木住協シェアは、前年同様の１８．５％となった。

また、住宅の質の向上についての調査項目（戸建て）では、「平成２８年省エネルギー

基準適合住宅（平成２５年基準適合を含む）は６４、９６５戸（前年度比０．４％増）と

なり、戸建て全体の８９．８％を占める割合となった。また長期優良住宅は３５，４９１戸

と木住協戸建住宅に占める割合が４９．１％となった。またＺＥＨ適合住宅は２３，１７９

戸（前年度比０．４％増）となり、木住協戸建て住宅に占める割合は２６．４％（前年

度比１０．７％増）となった。

この調査内容を報告書にまとめ、８月に報告会を行うとともに、正会員各社、国土交

通省および報道各社に送付した。

（（２２））広広報報活活動動

①マスメディアリリース

本年度は、５月の定時総会、８月の自主統計分析報告会、１０月の作文コンクール

表彰式、１月の木造ハウジングコーディネーター優秀者表彰式の際に、記者報告会を

行った。

②ホームページとメールマガジン・ＳＮＳ

２０２５年度は、新たな木住協のＰＲコンテンツとして Instagram に「木住協公

式ＳＮＳ」を立ち上げました。作文コンクールについてや、木造住宅の良さなどを通

じて木住協のＰＲに努めました。また、木住協の協会活動を手軽にＰＲするための「木

住協 紹介動画」も作成し、協会主催のセミナー・講習会の冒頭で協会のＰＲを行い

ました。ホームページにアクセスして活用したユーザー数の上位は、「耐火・準耐火構

－18－



19 
 

造」「省令準耐火構造」「ホームページトップ」「講習会・セミナー」「作文コンクール

応募方法の順に上位を占めている。 
またメールマガジン「木住協 NEWS」にて、協会からのお知らせや、国土交通省な

どの行政機関・（一社）住宅生産団体連合会など関係団体からの最新情報をタイムリー

に提供した。今年度の読者数は、１，８５０アドレス程度で遷移し、発信回数は、

９９回となった。 
 

③宣伝活動 
協会活動の広告を会員企業や関係先の購読率を意識しながら、業界紙・専門雑誌を

中心として、１２紙に４５回出稿した。それ以外に、当協会に関する記事は１７紙に

１２０回掲載された。 
 

（（３３））作作文文ココンンククーールル  
木造軸組工法住宅の更なる普及と啓発のため、１０月１８日を「木造住宅の日」と定

め、全国小学校及び特別支援学校、海外日本人学校の児童を対象とした第２８回「木の

あるくらし」作文コンクールを実施した。後援は、国土交通省、文部科学省、農林水産

省、環境省、外務省、住宅金融支援機構、朝日学生新聞社よりいただけた。 
７つの国と地域１８校の日本人学校を含む４９１校から応募が寄せられ、応募作品は

４，１０２点となった。 
 

①広報活動 
朝日小学生新聞、教育新聞、住宅関連業界紙に募集広告掲載を行い、チラシを全

国小学校、特別支援学校約２０，０００校、教育委員会約１，８００ヵ所、図書館

約１，６００ヵ所に配布した。 
今年度はより多くの海外在住児童からの応募を募る為、５月中旬に外務省ホーム

ページにある「外務大臣が指定した在外教育施設（補習授業校）一覧」を参考に世界

４５カ国２１３校（全５４カ国２３７校の中から、我が国と国交のない地域の学校、

政情不安国は除外）に対して、それぞれの学校のホームページ掲載のメールアドレス

宛または学校ホームページの問合せフォーム他に、当協会のホームページ内の作文コ

ンクール案内の URL 及び資料を送付し幅広く応募を呼びかけた。 
②表彰式 

６名の審査員により、国土交通大臣賞、文部科学大臣賞、農林水産大臣賞、環境大

臣賞、外務大臣賞、住宅金融支援機構理事長賞、日本木造住宅産業協会会長賞、朝日

小学生新聞賞、団体賞、および佳作を選定、加えて協会各支部によるブロック賞を

１０賞選定し、１０月２５日（土）に「住宅金融支援機構 本店１階 すまい・るホー

ル」にて表彰式を開催した。 
③入選作品集の作成と参加賞 

入選作品集を作成し、受賞者と応募学校へ送付した。また、参加賞（かわくと木に

なる粘土）を応募した児童全員に送付した。 
  

（（４４））機機関関誌誌「「木木芽芽」」のの発発行行  
年４回（春号４月、夏号７月、秋号１１月、新春号１月）の発刊となり、会員各社お

よび省庁、専門紙に配付した。新春号から誌面をフルカラー化し、誌面のより一層の充

実を図った。 
内容は、会員に役立つ誌面づくりを念頭に、定時総会開催、各委員会事業計画、新春

座談会、年頭所感、作文コンクール表彰式、木造ハウジングコーディネーター表彰式な
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どの特集、長年の連載企画「頑張る企業訪問記」、定番連載の「木の匠」の他、会員企業

のトピックスや支部活動報告、木住協の会員向けコンテンツ（セミナー・講演会など）

を掲載しました。２０２５年度は２０２６年度に木芽をリニューアルするためのワーキ

ングを立ち上げ、より役立ち親しんでいただける協会誌を目指しました。 
 

○○研研修修企企画画委委員員会会  
１１．．事事業業計計画画テテーーママ  

（１）木造ハウジングコーディネーター（木造ＨＣ）資格制度の推進 

（２）「住宅と税金（税制ガイドブック）」の改訂と販売、ポイント解説セミナーの開催 

（３）省令準耐火特記仕様書（木住協仕様）ＷＥＢ講習会の開催 

（４）会員サポート講習・セミナーの企画・立案 

 

２２．．具具体体的的進進捗捗状状況況  

      （（１１））木木造造ハハウウジジンンググココーーデディィネネーータターー（（木木造造ＨＨＣＣ））資資格格制制度度のの推推進進  

・ 木造ＨＣ資格制度は、住宅営業職・設計職を育成する目的として、今年度で創設

以来２５回を迎えた。  

・ 講習会：対面講習会を東京にて開催 

講習日：９月１５日・１６日の２日間 受講者：４４名 

ＷＥＢ配信を１０月１０日から１１月３０日の期間（５２日間）配信 

受講者：３５４名 

・ 講 師：６名（営業編３名、技術編３名） 

・ 資格試験：１０３ヶ所テストセンターにて、１２月２日または３日いずれかの日に

パソコンによるデジタル試験を実施。 

受験者：４１８名 

合格者：３３２名、木造ＨＣ合格者の累計は７，６８７名となった。 

・ 表彰式（上位５名）及び記者発表を１月１３日にオンラインにて行った。 

・ 更新講習：１２月１５日から３月２７日の期間実施。更新修了者：１８１名 

 

（（２２））「「住住宅宅とと税税金金（（税税制制ガガイイドドブブッックク））」」のの改改訂訂とと販販売売、、ポポイインントト解解説説セセミミナナーーのの開開催催  

・ （一社）住宅生産団体連合会との共同編集により税制冊子「住宅と税金(税制ガイド

ブック)」を作成し、２１，４５２部販売した。 

・ 会員会社向けに、住宅税制改正セミナー（講師：顧問税理士下平達夫氏）を開催 

対面型 ：４月１４日（東京会場） 受講者数 １４名 

５月１５日（金沢会場） 受講者数 １１名 

ＷＥＢ型：４月２５日より９月３０日の期間、会員限定で配信開始（ＹｏｕＴｕｂｅ） 

 

（（３３））省省令令準準耐耐火火特特記記仕仕様様書書（（木木住住協協仕仕様様））ＷＷＥＥＢＢ講講習習会会のの開開催催  

・ 毎月１１日～２５日までの１５日間、ＷＥＢによる定期講習会を１２回実施。 

参加実績者総数は計３９６名。 

  

（（４４））会会員員ササポポーートト講講習習・・セセミミナナーーのの企企画画・・立立案案  

・ 「新規研修企画案に関するニーズ調査」の結果に基づき、特に会員の関心の高かった

テーマを中心に新規研修・セミナー等を企画した。 
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・ 国交省セミナー（講師：国交省 木造住宅振興室長 中澤 篤志様）

４月 ８日（会場：木住協会議室）受講者（リアル：２４名、ウェビナー：５３名） 

・ 長期保証および地盤セミナー（講師：地盤審査保証事業、建物沈下修正業者連合

会）

５月１５日（会場：金沢）受講者９名

・ 林野庁施策セミナー（講師：林野庁木材利用課 課長補佐 長谷川 学様）

６月１０日（会場 木住協会議室） 受講者（リアル：２４名、ウェビナー：５０名）

・ 改正クリーンウッド法の木材流通店と建材メーカーの具体的対応

（講師：ナイス㈱ 宮代 博幸様、ＤＡＩＫＥＮ㈱ 入山 朋之様）

６月３０日（会場 木住協会議室）受講者（リアル：２１名、ウェビナー：６４名） 

・ リフォーム・リノベーション事業の促進に向けて

（講師：㈱住宅産業研究所 ＴＡＣＴ編集長 布施 哲朗様）

９月２５日（会場：木住協会議室）受講者３３名

１０月２０日～１１月２０日（動画配信）受講者２３名

１１月１２日～１１月３０日（動画配信）受講者７名

・ 建築資材のリサイクルについて考える施設見学会

１１月１７日（会場：茨城県古河市積水ハウス資源循環センター）参加者４０名

・ ＧＸ志向型住宅の事業戦略セミナー

（講師：第１部 国土交通省 住宅局 企画専門官 山口 義敬様

第２部 ㈱新建新聞社 代表取締役社長 三浦 祐成様） 

２月２６日（会場：木住協会議室）受講者３１名 

３月１６日～（動画配信）受講者３２名（３月３１日時点） 

・ アフターサービスが競争力を左右する時代に～人材不足・長期保証・品質対応の課題

を解決する、これからの仕組みとは～

（講師：ジャパンホームシールド㈱ 岡部 健広様）

３月 ５日（会場：木住協会議室）受講者（リアル１６名、ウェビナー２８名）

３月２５日～（動画配信）受講者９名（３月３１日時点）

・ 建設業界のための生成ＡＩ活用入門～業務効率と提案力を高める新時代の仕事術～

（講師：（一社）生成ＡＩ活用普及協会（ＧＵＧＡ） 協議員 大田和 響子様）

３月１６日（会場：木住協会議室）受講者３４名

・ スピードスケッチセミナー （講師：長谷川 矩祥様）

５月１６日（会場：タカノホーム㈱）受講者３１名

５月２２日（会場：ポラテック㈱さいたま事業支店）受講者７名

７月１１日（会場：ポラテック㈱西部事業支店） 受講者２３名

８月 ８日（会場 ポラテック㈱越谷事業支店） 受講者１９名

・ 営業基礎知識研修（講師：研修企画推進部長）

５月 ２日（会場：エヌ・シー・エヌ㈱）受講者１０名

５月１６日（会場：タカノホーム㈱）  受講者２１名

１０月２１日、２２日、２６日（ポラスＧ内定者）：ＷＥＢ参加者３回計１６０名
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○○認認定定事事業業推推進進委委員員会会  
１１．．事事業業活活動動項項目目  
（１）「木優住宅」取扱い事業運営 
（２）「木優住宅」の瑕疵保証事故の抑制 
（３）木造軸組工法住宅の管理体制の向上 
（４）「木住協保険」取扱い事業運営 
（５）住宅瑕疵担保履行法の対応 

（表－１） 
２２．．事事業業計計画画テテーーママのの進進捗捗状状況況    
（（１１））「「木木優優住住宅宅」」取取扱扱いい事事業業運運営営 
２０２５年度の木優住宅登録実績戸数合計では１２，５８６

戸となり、目標の１３，０００戸を下回る結果となった。

内訳は、住宅保証機構（株）４，６０７戸、（株）住宅あ

んしん保証２５４戸、（株）日本住宅保証検査機構５９３７

戸、ハウスプラス住宅保証（株）２８０戸、（株）ハウス

ジーメン１，５０８戸である。木優住宅は、１９８８年

（昭和６３年）高耐久性木造住宅制度の高性能団体から

始まり３７年が経過し累計は５５８,３０２戸となっ

た。（表－１） 

今年度、目標戸数を下回った理由としては、建設業界

の新築住宅着工戸数が減少している影響が大きく、また、

多戸数会社が供託に移行した結果と考えられる。２０２５

年４月の法改正で、４号特例見直し、省エネ基準適合義

務化等、建設業界は様々な対応が求められた。当委員会

では、情報収集に努め、迅速な情報発信等の提供はもち

ろん、必要に応じて講習会やセミナーを実施し周知活動

を行った。保険業務に関しては、継続して木優住宅未利

用会員や、新規会員へ周知徹底の強化を図るとともに、

２０２５年新たに創設された、新築２０年保証向け保険

制度を積極的に提案した。これまでの新築時の保険１０

年目と延長保証の組み合わせではなく、新築時２０年一

気通貫で加入できる商品で、次年度も説明会等を開催し

普及活動を推進していく。 

また、木優住宅は、全保険法人から自主検査の認定を

受けており、本来、保険法人が実施する２回の現場検査

のうち、第一回基礎配筋検査を自主検査に変える事がで

きる。その資格取得のための木造住宅検査員講習会は、

新規・更新共に、ＷＥＢ講習を開催し、２０２５年度は、

新規ＷＥＢ講習４６名、更新ＷＥＢ講習１１５名が登録した。登録者総数は、合計４６３

名の登録となった。 

 

 

 

年 度 木優住宅（戸） 

1988(S63) 

１５８，１３０～ 

2003(H15) 

2004(H16) １３,３４４

2005(H17) １０,２７１

2006(H18) ９,０３３

2007(H19) ８,６６５

2008(H20) ８,４９９

2009(H21) １５，１９４

2010(H22) １９，５５７

2011(H23) ２０，８０４

2012(H24) ２２，１８２

2013(H25) ２４，１１３

2014(H26) １９，０５５

2015(H27) １９，３０２

2016(H28) ２１，２４３

2017(H29) ２１，４５１

2018(H30) ２２，７７０

2019(R1) ２２，７４６

2020(R2) ２１，６４０

2021(R3) ２４，５９９

2022(R4) ２６，０２６

2023(R5) ２１，０５２

2024(R6) １６，０４０

2025(R7) １２，５８６

合合  計計  ５５５５８８，，３３００２２
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（表－２） 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（（２２））「「木木優優住住宅宅」」のの瑕瑕疵疵保保証証事事故故のの抑抑制制  
講習会、セミナーは、瑕疵保険事故抑制をテーマに開催した。 

保険関連は、（株）ハウスジーメンによる、「延長保証での活用から外装リフォームの

提案まで～多様なニーズに対応した延長保証保険のご案内～解説」を４月２４日ウェビ

ナー開催１０８名参加。（株）住宅あんしん保証による、「非住宅木造建築物に取組む皆

さまへ～木造建築物の耐久性に係る評価～解説」を５月３０日ウェビナー開催１１０名

が参加した。 

地盤関連は、(株)盤匠組による、「プロだけが知る住宅地盤のリアル」をシリーズ化し

て開催。２０２４年度に１回目を実施し、２０２５年度に継続して２～６回ウェビナー

にて開催した。各回のテーマと開催日、参加人数は下記のとおりとなった。 

・２回：コストカットにつながる「地盤ピアチェック」４月２１日 ３２名 

・３回：不同沈下事故の責任所在から学ぶ「地盤保証・地盤保険の違い」５月２６日 

   ２１名 

・４回：「不同沈下事故実例と巨額な賠償金の行方」７月２８日 ４９名 

・５回：液状化のルーツを知る・自然災害の情報を知る「キキクル」１０月２３日 

   ４２名 

・６回：「不同沈下の考察の難しさ」「擁壁が絡んだ造成地の難しさ」１月２９日 

   ５３名 

また、恒例の「事故抑制セミナー」は、東京、名古屋、大阪の３会場にて開催した。

第一部は、住宅瑕疵担保責任保険法人３社に割り振り、東京会場：(株)住宅あんしん保

証による「雨漏れ事故事例とその対策」「新築２０年瑕疵保険、あんしん建物検査・保証

制度」、名古屋会場：住宅保証機構（株）による「事故はここで起きている、瑕疵保険法

人の事故事例から学ぶ、現場で効く予防ポイント」「２０年保険や商品改定内容等」、大

阪会場：(株)日本住宅保証検査機構による「紛争処理から学ぶ瑕疵事故について」の解

説。第二部は、全会場、東京都市大学 名誉教授 大橋好光氏による「壁量の変遷と新壁

量計算の課題」の講演をされた。東京、名古屋、大阪３会場で合計６５名の参加となっ

た。次年度は実験を計画し、実証結果報告等の講演を開催する。 

 

（（３３））木木造造軸軸組組工工法法住住宅宅のの管管理理体体制制のの向向上上  

認定事業推進委員会では、保険法人からの求めに応じ、木造住宅検査員の現場におけ

る品質管理監査を実施している。木造住宅検査員監査は、昨年と同様に対面監査を実施

した。当委員が検査員の所属する会社を訪問し、監査チェックシートに基づきヒヤリン

グ、現場検査帳票類の内容の確認をし、今年度は１０社の書面監査を実施した。来年度

２０２５年度木造住宅検査員講習会ＷＥＢ講習 

木造住宅検査員 登録者数 

２０２４年度末 登録数 ４８６名 

２０２５年度 新規ＷＥＢ講習 

（2025 年４月～2026 年３月）登録者数 
４６名 

２０２５年度 更新ＷＥＢ講習 

（2025 年４月～2026 年３月）登録者数 
１１５名 

２０２５年度 未更新 １８４名 

２０２５年度末     登録者数合計 ４６３名 
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は訪問監査を実施し、より一層の施工品質及び管理体制の向上を図っていく。 

 

（（４４））「「木木住住協協保保険険」」取取扱扱いい事事業業運運営営  

「木住協総合補償制度」は、「木住協工事総合保険」「業務災害補償プランビジネスＪネ

クスト」「サイバーリスク・情報漏えい総合補償プラン」を取り扱っている。中でも、「木

住協工事総合保険」は、２０１１年に発足して１５年度目となり、２０２５年度（２０２５

年４月１日始期）の商品は、更に建設工事保険にて建設用工作車補償特約を新設し、８６

社（昨年度９１社）の加入となった。これらの保険は全て三井住友海上火災保険（株）が

保険会社として運用している。 

併せて、住宅保証検査機構(株)、(株)住宅あんしん保証、ハウスプラス住宅保証(株)３

社が販売開始した２０年瑕疵保険の普及促進に努めた。 

木住協版地盤保険制度では、（株）地盤審査補償事業の「Ｔｈｅ ＰＥＲＦＥＣＴ １０Ｗ」、

ジャパンホームシールド（株）の「地盤サポートシステム［ＳＤＳ］」等を提案し利用促

進を図った。 
  

（（５５））住住宅宅瑕瑕疵疵担担保保履履行行法法のの対対応応  

住宅瑕疵担保履行法に基づく改定内容等について、木住協ホームページに掲載及びメ

ルマガ等で周知を図った。また、保険法人における延長保険の拡充、設備保険の拡充、

非住宅保険等、必要に応じて、説明会やＨＰ掲載にて情報を公開する。 

 

○○特特命命担担当当  

１．事業計画テーマの進捗状況 

  ○ 応急仮設住宅建設に係る検討 

  各県との締結及び協議等の状況は以下のとおり。 

    ＜締結済み状況＞ 
 

 
 
   ＜各県との協議状況＞ 

５月２７日 国土交通省 木造住宅振興室へ緊急連絡先の提出。 

６月 ５日 福岡県防災企画課（2025 年度）第１回福岡県住民避難受入関係機関

会議参加 

締結日 都道府県 締結日 都道府県 締結日 都道府県

2013年4月9日 静岡県 2019年6月4日 高知県 2023年6月9日 埼玉県

2018年2月14日 福岡県 2019年6月25日 香川県 2024年2月8日 広島県

2018年3月19日 熊本県 2019年10月1日 三重県 2024年2月28日 岩手県

2018年5月9日 和歌山県 2019年10月17日 東京都 2024年2月29日 石川県

2018年5月24日 神奈川県 2019年12月10日 佐賀県 2024年3月21日 宮崎県

2018年12月3日 山形県 2020年2月28日 長崎県 2024年3月22日 北海道

2019年2月28日 大阪府 2020年3月19日 愛知県 2024年7月4日 大分県

2019年3月26日 愛媛県 2022年1月7日 兵庫県

2019年4月17日 岐阜県 2022年6月17日 福島県

2019年5月16日 徳島県 2023年3月23日 宮城県
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    ６月１８日 北海道建設部住宅局 会員名簿・緊急連絡先の提出 

    ６月３０日 埼玉県都市整備部 応急仮設住宅供給能力表提出 

    ６月３０日 東京都住宅整備局 応急仮設住宅供給能力の協議 

６月３０日 広島県土木建築局 応急仮設住宅供給能力表・会員名簿の提出 

７月 ８日 愛知県建設局公共建築部 応急仮設住宅供給能力の協議 

７月１４日  鹿児島県土木部 協定締結前の協議 

    ８月１９日 宮城県復興・危機管理部 資源分配会議参加 

８月２８日  福岡県防災企画課国民保護係（2025 年度）2025 年度第 2 回福岡県住

民避難受入関係機関会議参加 

９月１２日 大分県土木建築部  応急仮設住宅供給能力・緊急連絡先の提出 

９月１６日 福島県土木部 意見交換会議参加。 

１０月 ８日 福島県土木部建築住宅課 応急仮設住宅 調査シートの提出 

１０月１５日 佐賀県県土整備部 緊急連絡先の提出 

１０月３０日 石川県土木部 （2025 年度）災害時における応急仮設住宅の建設に

関する担当者会議の参加 

１１月 ４日 福島県土木部 建築住宅課（2025 年度）災害時における応急仮設住

宅の建設に関する意見交換会議参加 

１１月 ５日 大阪府都市整備部 （2025 年度）応急仮設住宅情報伝達訓練参加加 

１１月１１日 埼玉県都市整備部 建設型応急住宅の供与に係る訓練の参加 

１１月１８日 北海道建設部住宅局 応急仮設住宅配置・外構計画実地訓練参加 

１１月２５日 宮城県復興・危機管理部 資源配分調整会議参加 

   １２月２５日 徳島県県土整備部「建設型仮設住宅種別による特徴・仕様」提出 

   ２０２６年１月１６日 大阪府都市整備部（2025 年度）第 2 回応急仮設住宅情報伝

達訓練参加 

１月１９日 福岡県防災企画課（2025 年度）第 3 回福岡県住民避難受入関係機関

会議参加 

１月２６日 徳島県県土整備部住宅課 応急仮設住宅関連打合せ 

２月 ６日 愛媛県庁建築住宅課 応急仮設住宅建設に係る模擬訓練 

２月 ９日 熊本県土木部建築住宅局住宅課応急仮設住宅実績提出及び打合せ 

２月１０日 鹿児島県土木部建築課 協定締結に向けた質問、資料訂正、依頼等 
２月２７日 徳島県県土整備部住宅課「建設型応急仮設住宅種別による特徴・

仕様」の追加資料の提出 

３月 ５日 福岡県県営住宅課 地域貢献活動資料の提出 

３月 ９日 北海道建設部住宅局 来年度の検討事項の依頼（標準図、工程表、コ

スト.工期短縮、恒久化の転用、断熱性能の協議等） 

３月１０日 熊本県健康福祉部 応急修理に関する説明会開催 

３月１９日 香川県土木部 住宅課応急仮設住宅の建設に関する実務担当者協議会

（WEB)出席 

３月３１日 岐阜県都市建築部住宅課 改定マニュアルの受理 

３月３１日  静岡県、静岡市、浜松市、協定締結のまき直し（災害救助法に基づく

「救助実施市」に静岡市、浜松市に指定されたため） 
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○○総総務務・・企企画画  

１０月２５日 作文コンクール表彰式前に、会長・支部長懇談会を、住宅支援機構本店

9 階会議室にて開催 

６月２０日、７月１８日、９月１９日、１０月１７日、１２月１９日、１月２３日、２

月２０日、３月２３日 本部・支部事務局長会議をＷＥＢで開催 （計８回開催） 

２月～３月 各支部への監査を実施 

 

〇〇そそのの他他のの主主要要業業務務  

〇花粉症対策のための取組 

・国産木材活用住宅ラベル協議会 

 ６月２７日 総会 

 ９月２５日 第１回運営委員会 

 ３月２６日 第２回運営委員会 

・１２月２日 「住宅生産者による花粉症対策の取組みについて」内容更新依頼 

〇森林を活かす都市の木造化推進議員連盟 

・５月２７日 総会（2025 年第３回） 

「温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度（SHK 制度）における木材の炭素貯蔵

量の取扱い（算定方法検討会における検討状況）」について環境省から説明 

「建築物のライフサイクルカーボンの削減に向けた取組の推進に係る基本構想」及

び「中大木造建築普及加速化プロジェクト」の結果について国土交通省から説明 

・１２月１日 総会（2025 年第４回） 

「令和８年度都市木造化関連概算要求の状況等について」国土交通省、総務省、経

済産業省、環境省、林野庁から説明 

「建築物のライフサイクルカーボン評価を促進する制度」について国土交通省から

説明 

   ・３月２４日 総会（2026 年第 1 回） 

    「令和８年度都市木造化関連予算の状況等について」国土交通省、総務省、文部科

学省、経済産業省、環境省、林野庁から説明 

「都市の木造化推進法に基づく施策の実施状況等について」林野庁から説明 

「森林を活かし都市の木造化を推進するための方策に関する要望」森林を活かす都

市の木造化推進協議会より説明 

  〇自民党住宅対策促進議員連盟 

   ・１２月２３日 活動報告会 

    2026 年度税制改正要望、2025 年度補正予算及び 2026 年度当初予算に関する状況報

告について説明 

 

 

ⅢⅢ．．支支部部事事項項    

（（１１））北北海海道道支支部部 

・5 月 26 日    ほっかいどう安心住まいづくりネットワーク総会(事務局参加) 

・6 月 24 日    ほっかいどう住宅フェア幹事会(事務局参加) 

・6 月 26∼28 日 支部勉強会:大阪・関西万博 見学 (7 名参加) 

・9 月 8 日     中央需給情報連絡協議会(事務局参加) 

・9 月 12 日    ほっかいどう住宅フェア幹事会(事務局参加) 
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・9 月 27～28 日 ほっかいどう住宅フェアに運営委員として参加､会員 3 社が出展 

(YKK AP ㈱､㈱一条工務店､住友林業㈱) 

＜第 28 回「木のあるくらし」作文コンクール 北海道ブロック賞の選定＞ 

     審査候補作品：＜低学年の部＞審査作品 10 作品中 1 作品選出 

            ＜高学年の部＞審査作品 8 作品中 1 作品選出 

・10 月 25 日 会長・支部長懇談会：住宅支援機構 本店 9F 会議室 

・10 月 25 日 表彰式への参加：住宅支援機構 本店 1F「すまい・るホール」 

出席者：中本支部長 

・11 月 18 日  全木協(JBN)と北海道主催 応急仮設住宅配置・外構計画実地訓練 

(木住協本部・㈱土屋ホーム・住友林業㈱ 参加) 

・11 月 17 日  幹事会 於：住友林業㈱札幌支店ショールーム 

議 題：新支部長選任について  

・11 月 20 日  支部バス見学会:北海道白老 ウポポイ Mother's +(10 名参加) 

・12 月 18 日  幹事会 於：風 

議 題：2026 年度事業計画について その他連絡事項 

・2 月 9 日    幹事会 於：ホテルニューオータニ札幌 

議 題：支部総会付議事項の決議  

・3 月 16 日   定時支部総会開催 於：ホテルモントレエーデルホフ札幌 

議 題：2025 年度事業報告・収支報告、2026 度事業計画・収支予算 

      

 

（（２２））東東北北支支部部  

＜第 28 回「木のあるくらし」作文コンクール 東北ブロック賞の選定＞ 

    審査候補作品：＜低学年の部＞審査作品 11 作品中 1 作品選出 

           ＜高学年の部＞審査作品 16 作品中 1 作品選出 

・10 月 25 日 会長・支部長懇談会：住宅支援機構 本店 9F 会議室 

・10 月 25 日 表彰式への参加：住宅支援機構 本店 1F「すまい・るホール」 

出席者：靏井支部長 

・3 月 19 日  書面による支部総会を開催 

議  題：2025 度事業報告・収支報告、役員の選任、2026 年度事業計画・収支予算 

 
（（３３））神神奈奈川川支支部部  

・6 月 13 日 2025 年度 第 1 回 神奈川支部幹事会の開催。 

・7 月 3 日～7 月 4 日  大阪関西万博研修旅行の実施。 

・9 月 25 日 横浜市 2025 年度 応急仮設住宅建設にかかる前提準備業務を受託。 

・10 月 2 日 作文コンクール選定作業をおこない、選定結果を本部へ報告。 

＜第 28 回「木のあるくらし」作文コンクール 関東ブロック賞の選定＞ 

     審査候補作品：＜低学年の部＞審査作品 23 作品中 1 作品選出 

            ＜高学年の部＞審査作品 19 作品中 1 作品選出 

・10 月 25 日 会長・支部長懇談会：住宅支援機構 本店 9F 会議室 

・10 月 25 日 表彰式への参加：住宅支援機構 本店 1F「すまい・るホール」 

出席者：杉田支部長 

・12 月 12 日  2025 年度 第 2 回 神奈川支部幹事会を開催。 

於：クイーンズスクエア横浜Ｂ棟「ｸｲｰﾝｽﾞﾌｫｰﾗﾑ」7 階会議室 

議 題：2026 年実施事業の確認および承認、応急仮設住宅 神奈川支部自主事業の

承認。 
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・3 月 14 日  定時支部総会開催 於：ホテルプラム横浜 

議 題：2025 度事業報告・収支報告、役員の選任、2026 年度事業計画・収支予算 

講演会演題：「家族関係が穏やかになる住まい 木質空間と脳との素敵な関係」 

         講師：黒川 伊保子 様 （株式会社 感性リサーチ 代表取締役）  

 

（（４４））北北陸陸支支部部  

・5 月 15 日【2025 年度 住宅税制改正と長期保証サービスのセミナー】参加 11 名  

      講師：下平 達夫氏（税理士法人 下平・櫻井事務所）：法改正と関連税制、 

講師：亀村 英樹氏（(株)地盤審補償事業）：長期保証と地盤保証事例 

・7 月 28 日 幹事会開催 於：TKP 金沢駅西口会議室 

  議 題：2025 年運営方針の確認、研修見学会の討議、その他連絡事項 

・9 月 9 日  大阪・関西万博研修見学会の実施 

      研修内容 ①「万博会場」② パナソニックパビリオン「ノモの国」 

・10 月 30 日 応急仮設住宅建設協定締結活動並びに県都の連絡・調整 

行先：石川県土木部建築住宅課 

【2025 年度 災害時における応急仮設住宅の建設に関する担当者会議】 

代表 2 名参加（本部/木下特命担当部長 千葉/北陸支部事務局） 

(内容）・応急仮設住宅の建設の総括について 

・応急仮設住宅の維持管理状況及び体制について 他 

 ＜第 28 回「木のあるくらし」作文コンクール 北信越ブロック賞の選定＞ 

          2025 年 9 月 27 日(土) メール採点 

採点者：幹事及び事務局（6 名）  

審査候補作品：＜低学年の部＞審査作品 10 作品中 1 作品選出 

       ＜高学年の部＞審査作品 10 作品中 1 作品選出 

・10 月 25 日 会長・支部長懇談会：住宅支援機構 本店 9F 会議室 

・10 月 25 日 表彰式への参加：住宅支援機構 本店 1F「すまい・るホール」 

出席者：熊見支部長 

・1 月 26 日  幹事会開催 於：TKP 金沢新幹線口会議室 

議 題：2026 年度事業計画概要及び収支予算書概要に関する件 

2025 年度事業報告概要及び収支報告書概要に関する件 

その他 連絡事項 

・3 月 17 日 定時支部総会開催 於：ホテル日航金沢 ３階ルミエール 

議  題：2025 度事業報告・収支報告、役員の選任、2026 年度事業計画・収支予算 

講演会：演題：箱根駅伝から学ぶ「個」を活かす組織づくり 

講師：徳本 一善 氏（芝浦工業大学 駅伝部監督） 参加者：20 名 

 

 （（５５））静静岡岡県県支支部部  

＜第 28 回「木のあるくらし」作文コンクール 甲・静岡ブロック賞の選定＞ 

       審査候補作品：＜低学年の部＞審査作品 10 作品中 1 作品選出 

               ＜高学年の部＞審査作品 10 作品中 1 作品選出 

・10 月 25 日 会長・支部長懇談会：住宅支援機構 本店 9F 会議室 

・10 月 25 日 表彰式への参加：住宅支援機構 本店 1F「すまい・るホール」 

出席者：江井支部長 

・3 月 24 日   書面による支部総会を開催 

議  題：2025 度事業報告・収支報告、役員の選任、2026 年度事業計画・収支予算 
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＜その他活動＞ 

・応急仮設住宅建設協定締結活動並びに県との連絡・調整 

・静岡県住宅振興協議会幹事会への参加 

4 月 11 日、6 月 17 日、9 月 25 日、12 月 5 日 

  ・静岡県応急仮設協議会役員会への参加 

5 月 15 日、10 月 14 日 

  ・静岡労働金庫住宅部会幹事会への参加 

5 月 16 日、7 月 24 日、12 月 19 日 

・静岡県耐震化協議会理事会への参加 

5 月 27 日、6 月 10 日、7 月 3 日 

  ・静岡県くらし環境課住まい文化賞評議委員会への参加 

6 月 9 日、7 月 9 日、10 月 5 日 

  ・8 月 28 日 大工組合評議委員会への参加 

  ・9 月 19 日 静岡県労働組合住宅部会幹事会への参加 

  ・12 月 4 日 県民共済情報交換会への参加 

  

（（６６））中中部部支支部部    

○幹事会  

・第１回幹事会 2025 年 4 月 24 日（木） 於：名鉄グランドホテル 

議 案 1．報告事項：2024 年度収支実績報告の件 

2．報告事項：2025 年行事内容の件 

・第 2 回幹事会 2025 年 10 月 17 日(金) 於:名古屋マリオットアソシアホテル 

議  案 1．2025 年度上期(2025 年 4 月 1 日～9 月 30 日)事業報告並びに収支決算報告 

に関する件 

2．2025 年度下期(2025 年 10 月∼2026 年 3 月 31 日)事業計画並びに収支予

算(案)に関する件 

3．その他行事予定について(賀詞交換会､総会等) 

・第 3 回幹事会 2026 年 1 月 19 日(月) 於:ヒルトン名古屋 

議  案 1．2026 年 2 月実施の第 2 回商品･技術勉強会の件 

2．定時総会における講演会の講師の件 

3．2026 年度の幹事会･賀詞交歓会･総会の日程の件 

・第 4 回幹事会 2026 年 3 月 6 日（金） 於：名古屋マリオットアソシアホテル 

議  案 1．報告事項：2025 年度事業報告並びに収支決算報告に関する件 

2．報告事項：2026 度事業計画並びに収支予算（案）に関する件 

3．報告事項：総会に関する件 

4．承認事項：2026 年度視察研修に関する件 

・第 5 回幹事会 2026 年 3 月 16 日（月） 於：名古屋マリオットアソシアホテル 

議 案 1．報告事項：役員異動の件 

2．報告事項：2026 年度 行事予定の件 

○運営委員会  

・第１回運営委員会 2025 年 4 月 11 日（金）  於：中日ビル 

議 題 1．第一回商品・技術勉強会について 

2．木肌会について 

・第 2 回運営委員会 2025 年 7 月 11 日(金)  於:マザックビル会議室 

議  題 1．視察研究について 

2．木肌会について 
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3．第二回 商品･技術勉強会について 

・第 3 回運営委員会 2025 年 10 月 10 日(金)  於:名古屋マリオットアソシアホテル 

議  題 1．木肌会について 

2．第二回 商品･技術勉強会について 

3．賀詞交歓会の会場変更について 

・第 4 回運営委員会 2025 年 12 月 12 日(金)  於:TKP ガーデンシティ名古屋 

議  題 1．賀詞交歓会について 

2．来年度行事について 

・第 5 回運営委員会 2026 年 2 月 12 日（木）  於：マザックビル 

議 題 1．総会について 

           2．来年度行事について 

<第 1 回 商品･技術勉強会> 6 月 13 日(金) 行先 : 住友林業ｸﾚｽﾄ㈱静岡工場(静岡県)  

参加者:21 名 

【研修内容】 工場見学 

<歴史的木造建築物研修見学会> 8 月 22 日(金) 行先 : 明治村(愛知県)  参加者:26 名 

【研修内容】 帝国ホテル、ザビエル天主堂などの建築物見学 

<視察研修>  9 月 5 日(金)6 日(土) 行先 : 滋賀県､大阪府､京都府  参加者:13 名 

【研修内容】 住友活機園の見学、サントリー山崎蒸留所の見学、貴船神社の見学 

<第２回 商品・技術勉強会> 参加者:20 名  

 開 催 日： 2026 年 2 月 20 日（金）  

行  先 ： 法相宗大本山 興福寺（奈良県） 

【研修内容】 保存修理事業の見学 

<その他の活動> 

  ･5 月 19 日(月) 愛知県建築物地震対策推進協議会総会 出席  

開催場所：昭和ﾋﾞﾙ 9 階ﾎｰﾙ 

   ･5 月 16 日(金) 愛知ゆとりある住まい推進協議会役員会 出席  

開催場所：名古屋ｶﾞｰﾃﾞﾝﾊﾟﾚｽ 

･8 月 26 日(火) 中部温故会 懇親会  開催場所:名鉄グランドホテル  

＜第 28 回「木のあるくらし」作文コンクール 中部ブロック賞の選定＞ 

  審査候補作品：＜低学年の部＞審査作品 10 作品中 1 作品選出 

         ＜高学年の部＞審査作品 10 作品中 1 作品選出 

・10 月 25 日(土) 会長・支部長懇談会：住宅支援機構 本店 9F 会議室 

・10 月 25 日(土) 表彰式への参加：住宅支援機構 本店 1F「すまい・るホール」 

出席者：中村支部長 

・1 月 19 日(月) 賀詞交歓会 開催 開催場所：ヒルトン名古屋 

〇定時支部総会開催 2026 年 3 月 16 日（月） 於：名古屋マリオットアソシアホテル 

    （審議事項）：2025 年度事業報告、収支報告、2026 年度事業計画、収支予算  

  講演会   ：演題：～ 箱根駅伝から学ぶ「個」を活かす組織づくり ～ 
講  師  ：芝浦工業大学駅伝部監督 徳本 一善 氏 

             参加者：64 名（会員他：60 名、ご来賓：4 名） 

 

（（７７））近近畿畿支支部部    

〇第 1 回 (運営委員会合同) 6 月 18 日(水)   於:ホテル花水木 

     幹事･運営委員合同委員会  <参加者 21 名> 

(多賀町中央公民館・多賀結の森)(竹平楼)(六華苑)(堀田家住宅)(INAX ﾗｲﾌﾞﾐｭｰｼﾞｱﾑ) 

滋賀県多賀町～三重県桑名市方面を見学 

－30－



31 
 

議題：髙田支部長ご挨拶、新幹事・運営委員ご挨拶、本部総会・功労者表彰について 

2025 年度近畿支部スケジュールについて、その他 

〇第 2 回(運営委員会合同)  7 月 17 日(木)  於:ホテル日航大阪  <参加者 36 名> 

議題：髙田支部長ご挨拶、2025 年度新幹事･新運営委員ご挨拶、本部総会､功労者表彰

について、2025 年度 近畿支部スケジュールについて、その他   

〇第 3 回 (運営委員会合同) 10 月 22 日(水)   於:皆生温泉 華水亭 

     幹事･運営委員合同委員会   <参加者 18 名> 

(ｽﾋﾟｶﾎｰﾙ)(河本家住宅)(SDGｓ未来杜市真庭)（銘建工業本社事務所）等研修見学 

議題：髙田支部長ご挨拶、第 28 回作文コンクールについて、2025 年度スケジュール 

(講演会講師等)について、2026 年度スケジュール案について、その他   

〇第 4 回(運営委員会合同)  12 月 11 日(木)   於:ホテル日航大阪  <参加者 40 名> 

議題：髙田支部長ご挨拶、新会員会社情報、秋場業務広報委員長よりご挨拶 

          2025 年度の事業活動報告及び今後の予定について、その他   

〇「近畿支部 業務広報委員会」「本部・業務広報委員会」情報交換会 

2025 年 7 月 4 日（金）於：TKP 大阪淀屋橋カンファレンスセンター 

議題：本部の取り組み事項の説明、業務広報委員会の取り組み、近畿支部の取り組み、

ご要望･協業事項等 

<第 1 回 商品技術勉強会> 

・5 月 23 日(金) 行先:兵庫県加東市方面 参加者:23 名> 

【研修内容】①｢㈱吉住工務店･新社屋｣②｢明治館(旧加東郡公会堂)｣ 

③｢旧来住家住宅(高級民家)｣ 

 <伝統的建築物の研修見学会> 

  ・9 月 12 日(金) 行先:奈良県吉野方面 参加者:23 名> 

【研修内容】①｢南都木材産業｣②｢吉野百年黒杉休憩棟建築｣③｢坂本商店ﾓﾃﾞﾙﾊｳｽ｣ 

④｢吉野さくら学園｣ 

   <｢木造住宅の日｣記念研修見学会> 

・11 月 14 日(金) 行先:三重県津∼関宿 参加者:23 名 

【研修内容】①｢三重県林業研究所 みえ森林･林業ｱｶﾃﾞﾐｰ棟｣ 

②｢関宿｣ ･関旅籠玉屋歴史資料館･百六里庭･眺関亭･関まちなみ資料館 

<その他活動> 

・大阪府の依頼により木造住宅等の耐震診断・改修相談窓口 

(一財)大阪建築防災センターへ相談員を派遣(第 2 月曜日) 

担当月･･･2025 年/6 月･8 月･11 月  2026 年/1 月 

・公益財団法人 大阪府都市整備推進センターに参画 
＜第 28 回「木のあるくらし」作文コンクール 近畿ブロック賞の選定＞ 

  審査候補作品：＜低学年の部＞審査作品 13 作品中 1 作品選出 

         ＜高学年の部＞審査作品 10 作品中 1 作品選出 

  ・10 月 25 日(土) 会長・支部長懇談会：住宅支援機構 本店 9 階 会議室 

・10 月 25 日(土) 表彰式への参加：住宅支援機構 本店 1F「すまい・るホール」 

出席者：髙田支部長 

    〇定時支部総会開催  2025 年 3 月 12 日（木） 於：ホテル日航大阪 

議 題：2025 度事業報告・収支報告、役員の選任、2026 年度事業計画・収支予算 

  

（（８８））中中国国支支部部  

＜運営委員会・中国支部 合同会議＞ 

・・11 月 20 日(木) 会場：TKP 広島駅前 (中国支部 10 名出席) 
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＜運営委員会・中国支部 合同視察＞ 

・11 月 21 日(金) 行先：広島県竹原市 

＜第 28 回「木のあるくらし」作文コンクール 中国ブロック賞の選定＞ 

  審査候補作品：＜低学年の部＞審査作品 10 作品中 1 作品選出 

         ＜高学年の部＞審査作品 10 作品中 1 作品選出 

・10 月 25 日(土) 会長・支部長懇談会：住宅支援機構 本店 9 階 会議室「 

・10 月 25 日(土) 表彰式への参加：住宅支援機構 本店 1F「すまい・るホール」 

出席者：堀川支部長 

・3 月 31 日 書面による定時支部総会開催 

議 題：2025 度事業報告・収支報告、役員の選任、2026 年度事業計画・収支予算 

 

（（９９））四四国国支支部部  

＜第 28 回「木のあるくらし」作文コンクール 四国ブロック賞の選定＞ 

・9 月 29（月） 於：四国支部執務室 出席者：四国支部長（1 名） 

  審査候補作品：＜低学年の部＞審査作品 10 作品中 1 作品選出 

         ＜高学年の部＞審査作品 11 作品中 1 作品選出 

・10 月 25 日(土) 会長・支部長懇談会：住宅支援機構 本店 9 階 会議室 

・10 月 25 日(土) 表彰式への参加：住宅支援機構 本店 1F「すまい・るホール」 

出席者：小川支部長 

・3 月 9 日(土)  幹事会開催 

・3 月 16 日(土) 書面による定時支部総会開催 

議 題：2025 度事業報告・収支報告、2026 年度事業計画・収支予算 

 

（（１１００））九九州州支支部部    

・12 月 12 日 幹事会／運営委員会 開催 

 議 題：2026 年度事業計画概要(案)及び収支予算概要(案)の決議、2025 年度下期事業 

活動報告、木造応急仮設住宅取組み状況についての報告、研修視察旅行の報告 

・3 月 16 日 幹事会／運営委員会 開催 於: 西鉄グランドホテル 会議室 

議 題：支部総会付議事項 

            ・2025 年度事業報告及び収支報告概要（案）について 

            ・2026 年度事業計画及び予算概要（案）について 

            ・木造応急仮設住宅取組み状況についての報告（鹿児島県） 

＜木造応急仮設住宅の取組み＞ 

・6 月 5 日 福岡県総務部防災危機管理局主催による｢沖縄県国民保護訓練｣に係る避難

住民受け入れに関する会議(後述の｢福岡県住民避難受入関係機関会議｣)参

加 

・7 月 14 日  鹿児島県と木造応急仮設住宅の建設に関する協議打合せ 

・8 月 28 日  第 2 回 福岡県住民避難受入関係機関会議(WEB 会議) 

・1 月 23 日  第 3 回 福岡県住民避難受入関係機関会議(WEB 会議) 参加 

＜研修見学会の実施＞ 

・5 月 12 日 いきいき森の探検隊・歴史的建造物・研修見学会の実施 

      ※熊本県小国町「北里柴三郎記念館」「小国ドーム」「原木市場」 他 

・6 月 18 日～19 日 大阪府大阪市「大阪・関西万博」「大阪木材仲買会館」 他 

＜第 28 回「木のあるくらし」作文コンクール 九州・沖縄ブロック賞の選定＞ 

  審査候補作品：＜低学年の部＞審査作品 24 作品中 1 作品選出 

         ＜高学年の部＞審査作品 25 作品中 1 作品選出 
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・10 月 25 日(土) 会長・支部長懇談会：住宅支援機構 本店 9 階 会議室 

・10 月 25 日(土) 表彰式への参加：住宅支援機構 本店 1F「すまい・るホール」 

出席者：脇山支部長 

・3 月 16 日（月） 定時支部総会開催 於：西鉄グランドホテル 

議 題：2025 度事業報告・収支報告、役員の選任、2026 年度事業計画・収支予算 
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